
と郷土史家に焦点
茅野縄文考古館で第二巻刊行100年記念展」

茅
野
市
尖
石
縄
文
考
古
館
で
、
企
画
展
「
『
諏
訪
史
第
一
巻
』
刊
行
1
0
0
年
記
念
展
」
が
開
か
れ

て
い
る
。
諏
訪
地
方
の
考
古
館
・
博
物
館
7
施
設
の
合
同
企
画
の
重
岡
撃
は
「
『
尖
石
』
の
誕

生
鳥
居
悪
と
郷
土
史
家
た
ち
の
尖
石
遺
跡
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
尖
石
遺
跡
と
地
元
の
警
史
家

の
足
跡
に
焦
点
を
当
て
、
諏
訪
史
第
一
巻
刊
行
の
意
義
を
紹
介
し
て
い
る
。
習
ま
で
。
9
日
は
ギ

ャ

ラ

リ

ー

ト

ー

ク

を

開

く

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

宮

沢

知

史

）

同
館
の
企
画
展
で
は
、
諏
訪
史

第
一
巻
編
さ
ん
に
関
す
る
記
録

類
、
地
元
の
考
古
遺
物
収
集
家
に

関
す
る
資
料
、
第
一
巻
に
掲
載
さ

れ
た
遺
物
な
ど
約
4
0
点
を
展
示
し

た
。
パ
ネ
ル
で
、
第
一
巻
刊
行
以

前
の
諏
訪
地
方
の
郷
土
史
研
究
、

当
時
日
本
を
代
表
す
る
人
類
学
者

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

市
文
化
財
課
の
堀
川
恍
太
朗
さ

ん
は
「
諏
訪
史
第
一
巻
は
中
央
の

専
門
家
の
最
先
端
の
研
究
内
容
、

地
元
の
郷
土
史
家
の
知
識
や
史
料

の
集
積
と
関
心
が
あ
っ
て
完
成
し

た
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
9
日
午

後
1
時
3
0
分
か
ら
。
申
し
込
み
不

要
。
月
曜
休
館
。
問
い
合
わ
せ
は

同
館
（
電
話
0
2
6
6
・
7
6
．

2
2
7
0
）
へ
。

だ
っ
た
鳥
居
龍
蔵
と
編
さ
ん
事
業

を
つ
な
げ
た
人
々
、
鳥
居
と
尖
石

遺
跡
と
の
関
わ
り
な
ど
を
解
説
し

て
い
る
。

同
館
に
よ
る
と
、
尖
石
遺
跡
は

地
元
の
小
平
小
平
治
が
学
界
に

「
南
大
塩
ノ
遺
跡
」
と
報
告
し
て

初
め
て
、
世
に
知
ら
れ
た
。
弟
で

俳
人
の
小
平
探
〓
雪
人
）
は
山

浦
毒
の
考
古
遺
物
の
収
集
に
努

め
た
。
廟
訪
地
域
で
郷
土
史
へ
の

関
心
が
高
ま
る
中
、
郡
史
編
さ
ん

事
業
が
始
動
。
編
著
者
の
鳥
居
を

中
心
に
中
央
学
界
の
研
究
者
、
地

元
の
教
員
や
愛
好
家
な
ど
が
協
力

し
、
諏
訪
史
第
一
巻
が
完
成
し

た
。
そ
の
第
一
巻
で
初
め
て
「
尖

石
遺
跡
」
と
い
う
名
称
が
記
載
さ

れ
、
重
要
な
遺
跡
と
し
て
注
目
さ


